
   

 

2019年 4月 10日 

ブルームバーグ・エル・ピー 

 
 
＊本プレスリリースは Bloombergが 2019年 4月 9日（NY現地時間）に英語で発表を行ったプレスリリースを日本語に翻訳・再編集したもので

す。オリジナルのプレスリリースの正式言語は英語であり、この内容および解釈については下記の英語版が優先となります。

https://www.bloomberg.com/company/announcements/decade-impact-bloomberg-lp-improves-energy-efficiency-45-avoids-using-1-
million-metric-tonnes-co2-emissions/ 

 

 

10 年間のインパクト：ブルームバーグ、エネルギー効率が 45％改善し 

100 万トン以上の CO2 排出量削減を達成 
 

2020 年の再生可能エネルギー目標の達成に向けて順調に推移 

2025 年までに再生可能エネルギー100％を目指す 

 

【ニューヨーク－2019 年 4 月 9 日】ブルームバーグは本日、10 回目となる 2018 年度のインパクト・レポートを発

表しました。レポートによれば、ブルームバーグが推進してきた持続可能な事業慣行の結果、弊社のエネルギー効

率は 2008 年以降で 45％改善し、100 万トン以上の CO2 排出量の削減を達成しました。ブルームバーグは

2020 年までに再生可能エネルギーの使用比率を 35％とし、2025 年までに 100％とすることを目標として掲げ

ています。 

 

ブルームバーグ LP およびブルームバーグ・フィランソロピーズの創設者であるマイケル・R・ブルームバーグは次のように

述べています。「私たちは気候変動対策に積極的に取り組んでいます。今後も、力強さと回復力を兼ね備えた

グローバル経済の構築に貢献できるよう、取り組みを強化していく意向です。排出量の削減と雇用の創出につ

ながるプロジェクトへの投資が拡大するほど、健康リスクと経済リスクの両方をさらに低減できるでしょう。」マイケ

ル・ブルームバーグのメッセージ全文はこちらからご覧いただけます。 

 

2018 年に、ブルームバーグは自社の取り組みを強化するため、金融安定理事会（FSB）の気候関連財務情

報開示タスクフォース（TCFD）と協力して気候変動ファイナンスに関する 2 件のイニシアチブを新たに立ち上げ

ました。「 Climate Finance Leadership Initiative（ CFLI）」と「U.S. Alliance for Sustainable Finance

（USASF）」は、影響力のある投資家と連携することで、低炭素経済への移行における革新的な投資機会

の促進と拡大を目指します。これらはいずれも民間主導の取り組みであり、マイケル・ブルームバーグとブルームバ

ーグ・フィランソロピーズが主導する気候変動対策の一環です。 

 

ブルームバーグのグローバル公共政策副会長であるメアリー・シャピロは次のように述べています。「ブルームバーグの

http://www.bloomberg.com/impact
https://www.bloomberg.com/impact/message-from-mike/


   

リーダーシップとグローバルで幅広い顧客基盤により、私たちはサステナブル・ファイナンスがメインストリームとして浸

透するにあたり、大きく貢献してきました。これまで目覚ましい成果を上げてきたことを心強く感じます。今後も取

り組みを一段と加速させ、パートナーとの連携を強化することで、パリ協定の目標実現に向けて金融業界やビジ

ネス界をリードしていく所存です。」 

 

ブルームバーグのサステナブルビジネス&ファイナンスでグローバルヘッドを務めるカーティス・ラベネルは次のように述

べています。「10 年前に事業をより持続可能にするための目標を掲げて以降、私たちは事業効率、利益率、

環境パフォーマンスを改善する機会に注力してきました。それから 10年を経た今日、私たちは 2020年の目標に

向けて順調に進んでおり、また商品やサービスにサステナブル・ファイナンスに関するニュース、データ、分析を包括

的に組み入れています。」 

 
 

2018 年インパクト・レポートの主なポイント 

 

オペレーション 

 ブルームバーグは 2025 年までに消費電力の 100％を再生可能エネルギー源とすることを目指します。

2018 年現在、消費電力における再生可能エネルギーの割合は 17％であり、2017 年の 11％から上

昇しました。 

 ブルームバーグは 2008 年以降、累積で 1 億 1,600 万ドルのコスト削減を達成しました。 

 ブルームバーグは現在、オンサイトおよびオフサイトで 6 カ所の太陽光および風力発電施設から電力を

調達しています。各施設の合計発電量は 3 万 8,352MW/h に上り、これにより 170 万ドルを超えるコ

スト削減を実現しています。 

 ブルームバーグは 2018 年に、ノースカロライナ州の太陽光発電プロジェクトからの再生可能エネルギー調

達に関し、他の 4 社と共同で仮想電力購入契約（VPPA）を締結しました。電力調達量はそれほど

大規模ではありませんが、2020 年以降にエネルギー供給が開始される予定です。 

 ブルームバーグは 2018 年に 4 件の LEED プロジェクトを実行し、これまでに認証された環境プロジェクト

は累計で 39 件となりました。4 件のプロジェクトの一つとして、ニューヨーク市のグローバル本社において、

既存の建物の運用・メンテナンスに関する LEED O+M 認証を初めて取得しました。 

 

商品 

 ESG データを活用するユーザー数は約 1 万 8,000 件となり、この 7 年間で 3 倍以上に増加しました。 

 ブルームバーグ端末をご利用されていない場合でもブルームバーグ・データ・ライセンスを通じて ESG データ

にアクセスできるようになり、より多くの法人顧客の皆様が ESG データを活用できるようになりました。 

 CO2 排出量の確認/公表、マッピングツールへの環境データの取り込み、グリーンボンド市場の分析、持

続可能な開発目標（SDGs）における現状分析などで顧客をサポートする新たなサステナブル・ファイ



   

ナンスのツールを、ブルームバーグターミナル上でリリースしました。 

 サステナブル・ファイナンスやリーダーシップの対象を拡大した他、Good Business と題するコラムサイトを

新たに開設し、週次のニュースレター配信を開始しました。 

 

従業員 

 2018 年に支援活動、環境保護活動、コミュニティ活動などのボランティア活動に携わった従業員数は

世界 88 都市で 1 万 2,000 人を上回り、活動時間は累計で 14 万 5,000 時間に上りました。ボラン

ティア活動に従事した時間は 2014 年以降に約 2 倍に増加しました。 

 自然災害に対し、7つの災害支援組織に対して総額 60万ドルを超える募金と 4万個以上の防災セ

ットが社内で集まりました。 

 ブルームバーグの欧州本社に位置する London Mithraeum Bloomberg SPACE（古代ローマ時代のミト

ラ神殿を復元した博物館）は、オープンから 1 年でおよそ 13 万人が来場しました。 

 

ブルームバーグのインパクト・レポートには、ブルームバーグの持続可能性に対するアプローチの他、商品、事業運

営、従業員、パートナーシップによってもたらされた成果がまとめられています。レポートは第三者によって検証され

ており、グローバル・レポーティング・イニシアチブ（GRI）およびサステナビリティ会計基準審議会（SASB）のフレ

ームワークに準拠しています。 

 

インパクト・レポートの PDF版は www.bloomberg.com/impact よりダウンロードできます。GRIや SASBのフレーム

ワークや補足情報を含む詳細なレポートもウェブサイトから入手できます。 

 
 

ブルームバーグについて 

グローバルビジネス、金融情報、ニュースにおけるリーダーであるブルームバーグは、情報、人、アイディア のダイナミックなネット

ワークを通じて、影響力のある意思決定者の皆様に決定的な優位性を提供します。ブルームバーグの根幹ビジネスである

ブルームバーグターミナルは、革新的テクノロジーを基盤に、データ、ニュース、分析機能を迅速かつ正確に配信します。ブルー

ムバーグのエンタープライズソリューションズは、テクノロジーを活用し、お客さまが効率的、効果的に、データ、情報にアクセス

し取り入れ、配信、管理するというブルームバーグの強みに基づいています。詳細に関しては次のリンク先 

http://about.bloomberg.co.jp/をご覧いただくかこちらよりデモをご要望ください。 

 

報道関係者 お問い合わせ  

ブルームバーグ広報代行： アシュトン・コンサルティング 03-5425-7220  

ブルームバーグ広報： 03-3201-8900 

 

 
 

https://www.bloomberg.com/good-business
http://www.bloomberg.com/bcause
http://about.bloomberg.co.jp/
https://about.bloomberg.co.jp/request-demo/

